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C O N T E N T S

私たち全農グループは、

になります。

生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋

チバテレ「モーニングこんぱす」での県産なしPRの様子
詳細はｐ.13をご覧ください。



担い手直送規格農薬
「愛称：メガ得」

～新規取扱品目拡大中～肥料農薬事業

全農自己改革の
取組状況

　平成26年度から全農自己改革の一環として取り組んでいる担い手直送規格
農薬「メガ得」の品目ラインアップは、令和４年産水稲作用に向け更に充実
しました。

１．これまでの取り組み
ＴＡＣ（担い手生産者へ出向くＪＡ担当者）などを通じ、価格メリットや取り扱いアイテム

の拡大による品揃えが支持され、県内でのメガ得農薬の普及面積は年々拡大しています。

千葉県内での農薬担い手直送規格の普及面積	 （ha）

　（全国では令和３年産向けで22万haを超える実績となっています）

２．おすすめ農薬のご紹介
　省力散布剤（ジャンボ剤・豆つぶ剤・顆粒剤など）のラインアップが拡大しています。

⑴　カチボシＬジャンボ（12㎏ /４ha分）～移植直後処理が可能なジャンボ剤～
◦ホタルイ、コナギ、アゼナ類等のＳＵ抵抗性雑草やウリカワ、ミズガヤツリ等に高い効

果があります。

⑵　トップガンＲ豆つぶ（10kg/４ha分）～移植直後処理が可能な豆つぶ剤～
◦水面を浮遊しながら有効成分を圃場全体に拡散させるタイプです。

◦ホタルイ、コナギ、アゼナ類等のＳＵ剤抵抗性雑草に高い効果があります。

⑶　コメット顆粒（４㎏ /５ha分）　～「水口施用」で楽々処理～
◦省力散布「顆粒水口施用」により散布時間・労力も短縮・削減できます。

　（専用ネットに顆粒剤を入れ水口にセットし流し込むだけ。30ａで20分程度）

　詳しくは下記ＵＲＬまたはＱＲコードより参照ください。

　（https://www.nissan-agro.net/minakuchi/）

◦ノビエをはじめホタルイ・オモダカ・クログワイなど難防除雑草

にも効果があります。

年　産 令和元年産 令和２年産 令和３年産

面　積 4,774 6,405
（前年比134%）

7,495
(前年比117％ )

※その他品目についての詳細は最寄りのＪＡにお問い合わせください
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営農情報 水稲ジャンボタニシ対策
～次作に向けて秋から出来ること～

１．はじめに
８月31日に農林水産省より公表された作柄概況（８月15日現在）によると、千葉県の作柄は	

「やや不良」と見込まれます。西日本では「やや不良」が多く、関東、東北では「平年並み・やや	
良い」県が多い見込みとなっています。
今後も大雨や台風の影響に注意しつつ、刈り取り遅れにならないよう、水田の状態を確認し、
適期収穫を実施しましょう。

２．スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の防除は地域で実施！
ジャンボタニシは地域の水路を通じて移動するため、一部水田だけの対策では防除に限界が
あります。被害を減らすためには地域全体で水田の防除を行ったり、冬季の水路掃除などに地
域全体で取り組むなど、地域で連携を取り、対策を行うことが個体数を減らすために非常に重
要になります。次作へ向けてしっかりと対策しましょう。

⑴　刈り取り後のスクミリンゴガイ対策
ア．石灰窒素の施用
湛水して３～４日後に20～30㎏ /10ａ散布する。
（※魚毒性があるので、落水・かけ流しは避けます。また、次作の施肥量にも注意しましょう。）

イ．稲わらすき込み時のポイント
ロータリー回転速度を上げ、トラクターの速度を遅くして丁寧に耕うんし、潜ってい
る貝を砕きましょう。田面が乾き、固まっている時に行うのが効果的です。

⑵　スクミリンゴガイ対策他県事例  参考 
生産者・関係機関・地域住民が連携した取り組みが重要です。他県事例を参考に地域の
対策について相談をしましょう。

ア．和歌山県
市内で防除対策協議会を設置し、関連組織と連携した地域の発生密度の調査、防除方
法の広報を行っている。また７、８月に用水路の一斉捕殺を行い、２回の防除で650㎏の
捕殺を実施している。

イ．沖縄県
ＪＡおきなわ水稲部会では、部会員・ＪＡ職員・町職員で水田の石灰窒素の散布（75
ヘクタール）や集団での卵塊・貝の収集を行っている。

ウ．京都府
親子での河川の生き物調査の一環でジャンボタニシ駆除を同時に行っている。取り組
みは５年間行い、卵塊も非常に少なくなるなど地域への貢献も果たしている。
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土壌の養分状態の良し悪しは目で見ているだけでは正確に分かりませ
ん。作物は土壌中の養分が多すぎても、少なすぎても健康には育ちません。
土壌診断は「土の健康診断」であり、今の土壌の養分状態を人間の健康
診断の様に一目で知ることができます。

１．土壌診断を行うことで以下のようなメリットがあります！
⑴　土壌養分の過不足が分かり、収量・品質の安定・向上を図るヒントとなります。
基準より多い養分は減らし、少ない養分は増やすことで、最適な土壌の養分状態へと近づけ、
作物の収量・品質の安定・向上につながります。

⑵　土づくり資材や肥料の適切な施用量の目安が分かります。
各資材・養分の施用量の目安が分か
れば、目安よりも少なく施用していた
場合は従来よりも施用量を増やして土
壌養分の不足を補い、過剰に施用して
いた場合は、投入量を少なくすること
で、施肥コストを減らすことができます。

⑶　環境保全に貢献します。
過剰な土づくり資材や肥料の施用は、
養分の過剰蓄積や地下水の汚染につな
がる場合があります。
土壌診断結果に基づく適正な土づくり・施肥は、環境負荷の低減にもつながります。

２．サンプル土壌の取り方〈ポイント！〉
⑴　土の採取場所と時期 
圃場内中央と対角線の５か所の地点から採ります。採
取時期は収穫後、次作の作業に入る前に行います。

⑵　土の取り方 
表土１～５㎝程度を除いてから、深さ20㎝ぐらいまで
の作土層を均一に移植ゴテで採ります。採取後は他地点
の土壌と合わせて均一にします。十分な乾燥後に土壌診
断用サンプル袋へと入れてください。
※サンプル袋等は最寄りのＪＡへお問い合わせください。

営農情報
土壌診断のススメ

～土壌診断結果を基にした「土づくり」と
「施肥」を始めましょう～

図１　処方箋レイアウト（一例）
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３．土壌診断により顕在化した課題
⑴　ダイコン圃場の土壌酸度(pH) 
ア．ダイコンはホウ素が欠乏すると芯
腐れ症が発生しやすくなります。

イ．ホウ素欠乏は、土壌中にホウ素が
不足することの他にpHが基準の範囲
（5.5～6.5）を外れることによって発
生します。

ウ．pHが7.0を超えると次第にホウ素
の吸収量が減少していき、ホウ素欠
乏症を助長します。反対にpHが5.0
を下回るとホウ素が水に溶けやすい
状態になり、雨と一緒に流亡するこ
とで欠乏症を助長します。

⑵　キュウリ圃場のリン酸過剰 
ア．令和２年度キュウリ圃場のリン酸
含量平均値は300㎏/10a（分析点数：
181点）であり、基準値を大きく超
えていました。

イ．施設栽培では降雨による養分の流
出が少ないためリン酸が過剰になる
場合が多いです。

ウ．リン酸は過剰症が発生しにくい
成分ですが、基準値（20～100㎏
/10a）を超えて極端に過剰になると
亜鉛、鉄、マグネシウム、カルシウ
ムの欠乏症を誘発する可能性があり
ます。

エ．リン酸過剰の圃場ではリン酸の施
肥を抑えるとともに、土壌診断結果
に基づいた施肥や葉面散布、追肥な
どで欠乏症の発生を予防しましょう。

土壌はバランスの悪い施肥設計を1～2年続けても、生育に急激な変化をもたらすことは
少ないですが、一度悪化してしまうと正常に戻すまでに長い時間を要します。

ぜひこの機会に土の健康診断を始めませんか。
お気軽に最寄りＪＡまでお問い合わせください。

図２　土壌pHと肥料成分の溶解性・可吸性
(赤点線：ダイコンのpH適正値範囲)

図４　令和２年度キュウリ
　　　リン酸含量分布グラフ（点数：181点）

図３　令和２年度ダイコンpH分布グラフ
(点数：299点)
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80%以上の圃場がリン酸過剰
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８月の販売経過

東京都中央卸売市場の野菜入荷量および単価（８月）

※ラウンドの関係で旬別の合計と月計が合わない場合があります。

青 果 物

園芸情報 販売経過および情勢

ＪＡ全農ちばの販売状況（８月）

数　　　量 単　　　価 取　扱　額
（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％） （百万円） 前年比（％）

野 菜 計 4,150 95 303 82 1,258 78
果 実 計 3,368 109 469 103 1,580 112
ほうれん草 24 92 679 96 16 88
ね ぎ 194 71 297 69 57 49
パ セ リ 11 81 1,270 100 14 81
き ゅ う り 406 78 231 71 94 56
ト マ ト 328 84 236 84 77 70
し し と う 57 81 821 89 47 72
とうもろこし 284 70 210 75 59 52
さつまいも 1,123 135 274 86 307 116
な し 3,150 110 484 102 1,524 112

数　　　量 単　　　価
（ｔ） 前年比（％） （円／㎏） 前年比（％）

上　　　旬 36,732 116 215 63 
中　　　旬 35,386 85 233 74 
下　　　旬 45,788 101 271 98 
月　　　計 117,906 99 242 79

８月は西日本で記録的に降水量が多くなり、日照時間も少なく低温が続きました。東日本の太平
洋側においても降水量が多かったものの、北日本の日本海側では少なめでした。西日本では記録的
な大雨の影響により、河川の氾濫や土砂崩れ等の被害が発生し、農作物にも被害をもたらしました。
８月の東京都中央卸売市場の野菜入荷量は、全体では概ね前年並みとなりました。レタス、キャ
ベツ、ハクサイなど高冷地で栽培されている重量野菜や洋菜類は前年を上回りました。特にキャベ
ツの生育は順調で、干ばつによる小玉傾向などによって少なかった前年を上回りました。トマト、きゅ
うりなどの果菜類は生育前進による成り疲れと、後半の天候不良が影響して前年を若干下回る入荷
となりました。
価格は、全体で前年の79％となりました。台風以前の中旬までは重量野菜を中心に良好な生育だっ
たため、多くの品目が前年を下回りました。特にキャベツやハクサイは前年を60％近く下回る価格
となり厳しい環境でしたが、後半は台風の通過や長雨の影響から総体入荷量が落ち着き、品目によっ
ては価格が若干上伸となりました。
国産果実の入荷量は、全体では前年の111％となりました。東日本においては、気温高により多
くの品目で生育順調となり、「大玉西瓜」「葡萄類」やなしの「豊水」等が前年を上回る入荷となり
ました。一方で、西南暖地は降雨の影響を受けたため、無花果は前年を下回る入荷でした。
価格は全体で前年の97％となりました。お盆期間中に天候の悪い日が続いたことなどによって消
費が伸び悩み、「大玉西瓜」や梨の「豊水」は前年を下回る価格となりました。

※数値は何れも東京都中央卸売市場統計データによる
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月主要品目
作付動向・作柄状況

見通し基準（前年対比）
多・高

やや多・やや高
並

やや少・やや安
少・安

＋ 10％以上
＋５％～ 10％
±５％以内
－５％～ 10％
－ 10％以上

入荷量・価格は
東京都中央卸売
市場の集計です

９

品　　名
入荷量（t） 価格（円／㎏）

主産地 作 柄 お よ び 概 況
当年見通し 前年実績 当年見通し 前年実績

キ ャ ベ ツ 多 15,430	 安 120 群 馬	
岩 手

群馬・岩手の生育は概ね順調。群馬は安定
した出荷が続き、小玉傾向となった前年を
上回る出荷が予想される。価格は堅調販売
となった前年を下回る見込み。

だ い こ ん 並 8,558	 やや安 107 北海道	
青 森

干ばつにより少ない出荷となっていた北海
道は回復し、前年並みの出荷量となる。全
体量は前年並みだが、大きな需要は期待で
きず、前年を下回る価格を見込む。

に ん じ ん やや少 7,075	 やや高 116 北海道

北海道は播種時期の干ばつに伴う発芽不良
により前年を下回る出荷量が見込まれる。
７月、８月の高値の反動により安値となっ
た前年を上回る価格を見込む。

ト マ ト やや少 7,018	 やや高 378
北海道	
福 島	
千 葉

夏作は生育前進による成り疲れ、抑制作は
８月中旬の天候不順で若干の生育遅れが散
見される。総体入荷量は潤沢であった前年
より少なく、平年並みを見込む。

き ゅ う り 並 7,161	 やや安 346
福 島	
群 馬	
岩 手

東北産は出荷漸減傾向だが、中旬に関東産
抑制作の出荷がまとまり、前年並みの入荷
を見込む。８月下旬の堅調相場の反動もあ
り、価格は高値だった前年を下回る見込み。

ね ぎ やや多 3,797	 並 342
青 森	
秋 田	
北海道

青森産中心に生育順調で、入荷量は少なかっ
た前年を上回る。下旬は稲刈り作業でやや
減少するが、前年同様に品質低下がみられ
るため、価格は前年並みを見込む。

ほ う れ ん 草 やや多 651	 安 929

群 馬	
栃 木	
茨 城	
岐 阜

前年は高温の影響で作柄が悪く、入荷減から
価格は高値で推移した。本年は８月の高温や
大雨で作柄は悪いが、９月中旬には回復し、
価格は前年を下回るも平年並みを見込む。

パ セ リ やや多 33	 安 2,267 長 野

夏場の高温や虫害が発生した産地からの入
荷が回復し、特に長野は前年の作柄不良で
減少した出荷を上回る見込み。そのため、
前年を下回る価格を見込む。

さ つ ま い も やや多 2,443	 並 254 千 葉	
茨 城

小ぶりのサイズが多かった前年に比べ、本
年は安定した天候から作柄良好で肥大も順
調である。新芋が本格出荷となり、前年よ
り１割程多い出荷を見込む。

な し 多 5,846	 安 513

栃 木	
福 島	
千 葉	
茨 城

福島・新潟など一部産地は凍霜害の影響から
出荷量は前年を下回るものの、なし全体とし
ては全国的に少なかった前年を上回り、価格
は高値であった前年を下回る見込み。
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◆８月の販売経過【切花】
　前年は７月の曇天・長雨の影響から菊類、トルコキキョウ等で出荷量が不安定となり、また品
質面でも下位等級の発生が多くなりました。本年においても九州地方等における豪雨および猛暑
が各産地の生育に影響を与える結果となりました。小菊を中心とした菊類は高温による開花抑制
と産地の出荷調整から入荷量は多くなく、トルコキキョウやカーネーション等の洋花についても
品薄感がありました。
　販売については、前年同様コロナ禍ではあったものの、お盆に向けて菊類等の仏花商材の送り
需要が高まり、第１週後半から第２週にかけて安定した販売となりました。
盆明け後は需要が落ち着いたことから菊類の動きは鈍るものとなりましたが、
洋花は月を通して品薄感があり安定した価格での販売となりました。
　また、オリンピックの影響もありビクトリアブーケで使用されたひまわり・
トルコキキョウ・りんどうは一般消費向けの引き合いが高まりました。

◆今後の見通し（10月）【切花】
　10月は、主産地が高冷地から暖地へ移行する時期となります。前年は夏場の気温高や天候不順
の影響により不安定な入荷が続く販売となりました。本年においても、不安定な天候が続いてい
ることから各産地の生育に影響が出ることが心配され、品目によっては高冷地物と暖地物との切
り替え次第で不安定な入荷になることが懸念されます。
　販売については、ブライダルシーズンに突入し、洋花主力に需要が高まりますが、コロナ禍で
の規模縮小が継続しているため、平年より動きは鈍い見込みとなっています。下旬には、ハロウィ
ン商戦によるカボチャやトウガラシ、ケイトウ、オレンジ系の花などに動きが出る見込みとなっ
ています。

◆今後の見通し（10月）【品目別】

品　　名 作 柄 お よ び 概 況

カーネーション
高冷産地は出荷終盤に向け徐々に減少し、長崎・愛知・静岡・千葉等暖地
からの出荷となる。
ブライダル需要は平年よりは少なく、専門店中心の動きとなる見込み。

ガ ー ベ ラ
今後の天候に左右されるものの静岡・千葉等、各産地ともに改植率が高い
ため、潤沢な出荷となる見込み。
ブライダル等の業務需要は平年より少ない見込み。

鉄 砲 ユ リ
長野等高冷産地のシンテッポウユリは出荷の終盤を迎え、高知・埼玉等暖地
からの出荷が始まる。数量は平年並みとなる見込み。
業務需要中心の動きとなる見込み。

トルコキキョウ
北海道・東北の高冷産地は前進傾向から出荷の終盤を迎え、徐々に北関東
からの出荷となる。
ブライダル需要は平年より少なく、専門店中心の動きとなる見込み。

花　販売情勢
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米穀・特産
情報 米 穀 ・ 特 産 情 勢

１．令和３年産水稲の８月15日現在における作柄概況
　　（農林水産省８月31日公表）
《全国の作柄および生育概況》
全国の作柄は、「良」が１県、「やや良」

が５道県、「平年並み」が20府県、「やや不良」
が20都府県と見込まれています。千葉県は
「やや不良」と見込まれています。
この予測は、出穂期まで総じて天候に恵ま

れた地域がある一方で、６月下旬から７月上
旬の日照不足および８月上中旬の台風、大雨
の影響が見込まれるためです。
次回公表予定の９月15日現在の作柄概況

は実測データを基にした予測になります。

２．令和３年産の米消費拡大の取り組み
令和３年産の新米販売が開始されました。コロナ禍により、業務用需要は減少していますが、量販店

等での新米販売を推し進めるため、ＰＲ活動やキャンペーンをマスコミ媒体中心に実施しております。

⑴　マスコミ媒体を活用した取り組み

⑵　食育活動
食育活動を通じ学童へ『粒すけ』サンプル米を配布し、新米・新品種の食味を周知していき、今後

の購入のきっかけ作りに取り組みます。
また、ＳＮＳを活用し情報発信出来るように動画等の作成も実施しておりますので、完成後情報発

信いたします。

⑶　千葉県との取り組み
ちばのお米のキャンペーン（いちばん米！ちば米！新米キャンペーン）を実施し、

新米の販売促進に取り組んでいます。
特設ＷＥＢサイト　https://chibakome.jp/
粒すけの紹介も特設WEBサイトにて行っております。（https://www.tsubusuke.jp/）

３．令和４年度農林水産予算概算要求の概要について（農林水産省８月31日公表）
令和４年度の農林水産関係予算概算要求が公表され、水田活用の直接支払交付金が3,320億円（昨年

度当初予算3,050億円）と270億円増額要求となっています。
この交付金の一部に、飼料用米等の生産に対する支援策が割り当てられています。
予算が決定した後、最大限活用したうえで、令和４年産の適正生産に向けて取り組むこととなります。

注：１　作柄の良否は、気象データ（降水量、気温、日照時間、風速等）および人工衛星デ
ータ（降水量、地表面温度、日射量、植生指数等）を説明変数、10ａ当たり予想
収量を目的変数として予測式（重回帰式）を作成し、作柄を予測したものである。

　　２　作柄の良否の表示区分は、「良」が対平年比106％以上、「やや良」が105～
102％、「平年並み」が101～99％、「やや不良」が98～95％に相当する。

　　３　徳島県、高知県、宮崎県および鹿児島県は普通栽培の作柄の良否である。
　　４　沖縄県の第二期稲は田植終期に達していないため除いている。

（図１）作柄状況（８/15現在）

媒　体 実　施　期　間 内　容

ＦＭラジオ（bayfm） ８月27日（金）～９月26日（日） ＣＭ放送（千葉の新米紹介）

千葉テレビ
９月13日（月）～17日（金）	
７時30分から

番組名「モーニングこんぱす」での
新米紹介

新米キャンペーン
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４．令和４年まき種子もみの申し込みについて
令和３年９月30日までが種子もみの申し込み期限となっています。
種子の申し込みは必要量を早めに確定し、申し込み漏れが無いように期限厳守でお願いいたします。
なお、飼料用米の知事特認多収品種「アキヒカリ」の種子は申し込み数の大幅増が予想され、申し込

み数量にお応えできない状況下にあり、「ちば28号」（ふさこがね）等への変更をお願いさせていただ
く場合があります。
皆さまには大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

⑴　申し込み期限：令和３年９月30日までにＪＡに申し込んでください。
⑵　申し込み単位：４㎏単位（10アール分）で申し込んでください。
⑶　種子配布時期：令和４年２月頃から配布いたします。

５．落花生の生育情報について
千葉県の令和３年９月10日発表による調査圃場および落花生研究室の圃場における生育状況（９月

１日現在）は、さや実数は平年と比較して同等以上となり、さや実重は平年よりもやや少ないものの、
上さや不稔歩合は平年よりも小さく、空さやは少ない状況となっています。
さや実が肥大する８月の天候は、平年と同程度で推移したものの、中下旬には日照時間の短い日があ

りました。降水量は８月上旬から中旬にかけて、局地的なゲリラ豪雨もあり、平年よりも多くなりまし
た。今後は適期収穫と適切な乾燥の実施を心がけてください。

⑴　「試し掘り」で適期収穫
落花生の掘取時期の目安は、下表のとおりです。必ず試し掘りをして、収穫適期を逃さないように

しましょう。砂地の地域では収穫時期が早まるので、早めに試し掘りをしてください。
掘り遅れた場合、「ナカテユタカ」は食味が低下し、「千葉P114号（Ｑなっつ）」は落ち実が発生し

やすくなるので、特に注意が必要です。

開花期からの掘取時期の目安

⑵　適切な乾燥の実施
掘り取った落花生は、５～７日間の地干しの後、風通しの良い

場所を選んで野積み（ボッチ積み）やトンネル乾燥を行い、さら
に乾燥させます。

〔野積み（ボッチ積み）〕
野積みは、湿気がこもらないように管理することが大切です。

風通しの良い場所に小さく野積みし、頂部をブルーシートや稲わ
ら等で覆い、雨をしっかりと防ぎましょう。透明ビニールシート
は熱がこもりやすく、カビの発生要因となるため、使用しないで
ください。特に早い時期に収穫した品種は、茎葉が多く蒸れやすいため、注意が必要です。

〔トンネル乾燥〕
トンネル乾燥は、収穫後３～７日程度地干しを行った後に、降雨の前に雨よけトンネルに入れて乾

燥を行う方法です。カビを発生させることなく、野積みによる乾燥と同じ品質の落花生を得ることが

千葉半立 ナカテユタカ おおまさりネオ 千葉P114 号

開花期からの
掘取時期の目安 95日後 80日後

85日後
（ゆで莢用）

80日後

野積み野積み
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できます。トンネル内では、地干しし
た株の莢が内側になるよう上下２段で
積み、２～３週間程度乾燥させます。

〔野積みとトンネル乾燥の使い分け〕
地干し後の乾燥方法は、収穫時期に

よって野積みとトンネル乾燥を使い分
けると効果的です。９月は、気温が高
く、カビ等による品質の低下を防ぐた
め、トンネル乾燥を推奨します。10
月以降は、外気温が低下し、トンネル
内に結露が発生して乾燥しにくくなる
ため野積みを推奨します。

令和
２年度 米穀周年供給・需要拡大事業の実績報告について

千葉県産米の長期・計画的な販売や業務用米等向けの販売促進に取り組むため、国の米穀
周年供給・需要拡大事業を活用いたしました。２年度の実績が確定したので以下のとおり報
告いたします。

１．事業の内容について
⑴　周年安定供給のための長期的・計画的な販売取組
コロナ禍による業務用需要減少の対応として元年産米9,516.5俵、２年産米43,334俵
を対象に長期計画販売を行っています。

⑵　業務用向け等の販売促進等の取り組み
業務用需要減少への対応として、需要拡大ＰＲ活動および業務用ニーズの需要喚起を

はかるため、公共交通機関への看板設置やラジオＣＭによる宣伝を行いました。

２．実績金額について
対象となる実績金額の総額に対し、１/２が国から助成されます。詳細は、以下のとおり

となります。
⑴　周年安定供給のための長期的計画な販売取組

⑵　業務用向け等の販売促進等の取り組み

お知らせ

年　産 実施計画（事業費） 実績金額（A） 補助額（A/2）
元年産 4,177,888円 969,914円 484,957円
２年産 8,652,932円 5,324,866円 2,662,433円
合　計 12,830,820円 6,294,780円 3,147,390円

年　産 実施計画（事業費） 実績金額（A） 補助額（A/2）
元年産 7,195,000円 5,175,000円 2,587,500円

20cm

収穫時期
９月 10月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
降雨時の

カビ発生リスク 大 中 小

トンネル乾燥での
乾燥速度 早 中 遅

（朝露が原因）
トンネル乾燥

適期
ぼっち乾燥
適期

トンネル乾燥の模式図トンネル乾燥の模式図
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肥料情報 梨のおすすめ肥料について
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

地
上
部
の
生
育

養
分
吸
収

生
理
作
用

発
根

発
芽

開
花

落
葉

幸　　　　　　　　　　　　水

主
要
作
業
名

● ● ● ● ●
せ
ん
定

棚
し
ば
り

追
肥
（
春
肥
）

芽
か
き

授
粉

摘
蕾

摘
果

芽
か
き

予
備
摘
果

誘
引

追
肥
（
夏
肥
）

摘
果

敷
わ
ら

収
穫

追
肥
（
秋
肥
）

防
災
網
除
去

土
壌
改
良

基
肥
・
中
耕
・
深
耕

梨 基 肥 の 予 約 は お 早 め に ！

樹木の貯蔵澱粉量樹木の貯蔵澱粉量

枝葉の発育枝葉の発育
果実の肥大果実の肥大

果実の澱粉量果実の澱粉量

チッソチッソ

リンサンリンサン

カリカリ

果実の細胞数の決定果実の細胞数の決定 果実の細胞肥大により糖度高まる果実の細胞肥大により糖度高まる

花芽分化花芽分化

収穫開始収穫開始

休眠期休眠期休眠期休眠期

来年の梨品質向上に向けて！
●礼肥…養分蓄積のため
●基肥…新根が活動する前●果実肥大期の追肥

有機質
約69％

有機質
約63％

カリ
0％

有機質
約70％

有機質
約62％

15㎏袋

梨　　姫

梨ゲットペレット

ペアゴールド

俺の梨ペレット

輝きユーキ

野菜の達人

 8
チッソ

 -5
リンサン

- 3
カリ

 

 8
チッソ

 -６
リンサン

- 5
カリ

 

1
チッソ

2-1
リンサン

4- 0
カリ

 

 7
チッソ

 -８
リンサン

- 2
カリ

 

8
チッソ

 -1
リンサン

0- 4
カリ

 

1
チッソ

5-1
リンサン

4-1
カリ

0 

有機由来チッソ 約4.5%

有機由来チッソ 約3.8%

硝酸態チッソ 1.0%

有機由来チッソ 約3.9%

有機由来チッソ 約4.4%

【ぼかし・動植物有機入り、ペレット品】
「ぼかし」の効果で肥効アップ！

【動植物有機約63%使用、ペレット品】
品質の良い梨をゲット！

【カリゼロの追肥肥料、硝酸態チッソ、微量要素入り】
苦土・マンガン・ホウ素で食味アップ！

【マンガン入り、魚骨、カニ殻含む　ペレット品】
カリ過剰圃場に最適！俺の梨の収量増に貢献！

【動植物有機約62％に、微量要素を加えパワーアップ】
苦土・マンガン・ホウ素入りペレット品！

【すばやく溶け、土壌中での拡散が抜群、梨の礼肥向き】
ポーラス状肥料の決定版！

近年、梨園はカリ過剰圃場が散見されます。
土壌分析を実施し、適正施肥、土づくりに努めましょう。

詳しい使い方については千葉県指導機関または最寄りのＪＡにお問合せください。
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農業機械
情報 千葉県 秋の農作業安全月間中

　農作業死亡事故は、全国で年間300～350件、県内でも年間10件程度発生しています。	
　農業機械が高性能になる一方で、農業従事者の高齢化が進み、全国の農作業死亡事故のうちトラクター
等の農業機械作業に係る事故の割合が６割を占め、高齢者の事故の割合が全体の約８割となっています。
　ＪＡグループでは、秋の農繁期の農作業事故を防止するため、千葉県や関係機関と連携し、８月24日（火）
から10月25日（月）までの約２か月間を「千葉県秋の農作業安全運動」の期間として農作業安全運動を
実施しています。

デザイン／2021年農作業安全ポスターデザインコンテスト　農林水産大臣賞　東京都　田村 貞夫

2021年 秋の農作業安全月間
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ＪＡ全農ちばは、チバテレ（千葉テレビ放送）「モーニングこんぱす」の視聴者

プレゼントコーナー「早起きは３チャンがお得！」で県産農畜産物をＰＲしています。

８月上旬、番組月曜メインパーソナリティーの新浜レオンさん（白井市出身の歌謡歌手）

とお天気担当の西咲エナ・カリナ姉妹がＪＡ西印旛管内の梨生産者・笠井友和さんの圃場を

取材し、８月16日（月）～23日（金）に取材の様子が放送されました。

取材時には幸水が最盛期を迎えており、笠井さんのご厚意で幸水梨が振舞われました。取

材メンバーは美味しさを伝えるとともに“千葉の梨”を発信しました。

スタジオでは豊水梨の試食が行われ、みずみずしさに感動する様子が放送されました。

ＪＡ全農ちばは、９月以降も引き続きチバテレ「モーニングこんぱす」において県産農畜

産物をＰＲしてまいりますので、産地の皆さまのご協力をお願いいたします。

ＪＡ全農ちばは以下の日程で県産農畜産物をＰＲしています。

⑴　放 送 日：毎月　第３週（月）～（金）

　　　　　　　（ただし、祝祭日がある場合は前後します）

⑵　放送時間：午前７時30分～８時00分

⑶　放送期間：令和４年３月まで

チバテレ「モーニングこんぱす」で
県産農畜産物をＰＲ！TOPICTOPIC

月曜メインパーソナリティ
新浜レオン（千葉県白井市出身）

第61回日本レコード大賞新人賞受賞
千葉英和高校野球部所属時キャプテンで
キャッチャーを務め最高成績県内ベスト４

月曜キャスター　田中大貴・門池　舞 月曜天気担当　西咲カリナ・エナ

出演者
情報

チバテレ　ちば朝ライブ「モーニングこんぱす」
平日朝６時45分～８時00分
（７時30分～８時00分はチバテレ・ｔｖｋ・テレ玉の３局ネット枠で放送）

★番組内の視聴者プレゼントコーナー「早起きは３チャンがお得！」

スタジオ内には
県内産地のお花で
彩を添えています！
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９月に入り、新米の季節がやってきましたね！
そこで、新米をより美味しくお召し上がりいただける「ポン酢の炊き込みタコ飯」をご紹介します。
【エーコープこだわりゆず味ポン】のさわやかな香りと具材の旨味が広がり、味わい深い一品です。

皆さまもぜひお試しください！

●材　料
◦米……２合
◦水……380㎖
◦ 炊き込み用 
　エーコープこだわりゆず味ポン……大さじ４
◦タコ（茹で）……150g
◦ 下味用 
　エーコープこだわりゆず味ポン……小さじ２
◦生姜……20g
◦青じそ……10枚
◦ 香りづけ用 
　エーコープこだわりゆず味ポン……大さじ１

●作り方
❶米は洗ってザルに上げ、水気を切ります。
❷タコは３㎜厚さに切り、  下味用  のこだわり

ゆず味ポンで下味をつけ、生姜・青じそはせ
ん切りにします。
❸炊飯器に米と  炊き込み用  のこだわりゆず味

ポンを加えて軽く混ぜ、水を入れます。
❹③にタコと生姜を入れて炊き、炊き上がった

ら  香りづけ用  のこだわりゆず味ポンを加え
て、底から全体を混ぜて器に盛り、青じそを
ちらして出来上がりです！

●国産ゆず果汁にこだわり、味よく
仕上げました。

●さっぱりしたゆずの風味が食欲を
そそります。

●つけたり、かけたり、様々な用途
でお使いいただけます。

エーコープこだわりゆず味ポン

使用したエーコープマーク品はこちら！

お問い合わせは最寄りＪＡへご連絡ください！

エーコープこだわりゆず味ポンを使った

「ポン酢の炊き込みタコ飯」
レシピ

ＪＡタウン
ＪＡ全農ちば 愛情いちばん館

ＪＡ全農インターネット通販

ＪＡタウン “ＪＡ全農ちば 愛情いちばん館 ” では、産地自慢の「ちばの味」を全国へ産地
直送でお届けしています。贈り物やご自宅用に是非ご利用ください。

全国農業協同組合連合会　千葉県本部
園芸部　園芸直販課
TEL 0 4 3 - 2 4 5 - 2 9 1 1

お問い
合わせ

千葉県産農畜産物のご贈答・お取り寄せなら
＼今月のイチオシ／

みどりの宝石
シャインマスカット

エーコープマーク品を
使用したレシピは「ＪＡ全農ちばインスタグラム」からもご確認いただけます！

エーコープマーク品
に関する
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2021年 JA-SS

アグリ情報“ちば”に係る
個人情報の取り扱いについて
　組合員の皆さまからご提供いただきました個人情
報は、「アグリ情報“ちば”」送付の目的にのみ使用
いたします。

発行／全国農業協同組合連合会千葉県本部　令和３年９月15日発行（毎月１回15日発行）　通巻第135号
編集・発行部署／管理部　企画広報課　〒260-0031　千葉市中央区新千葉３－２－６　電話043－245－7360　FAX043－247－9715

お知らせ
　ＪＡ全農ちばは、「アグリ情報“ちば”」が生産者の
皆さまとの情報交換の場となるよう努めて参ります。
　身近な話題、ご意見、ご要望などございましたら、
下記連絡先までお寄せください。

9:30～9:50
毎週（土）放送
生産者の熱い思いをお届け
します。

13:00～13:55
毎週（土）生放送
全国の農畜産物をプレゼント
します。

JA全農が提供するラジオ番組

JA全農ちば
公式Instagram

JA全農ちば
公式HP


